
小樽市生活環境部生活安全課 

〒047-8660 小樽市花園 2-12-1 

TEL：0134-32-4111 内線 389 

FAX：0134-22-1345 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所介護保険課の○○です。保険料が 30,000 円戻りますというお知らせを先日お送りしたのですが・・・ 

××銀行の△△と申します。先ほど、市役所の担当者からご連絡があったかと思いますが、

還付金の手続きのことでお電話しました。銀行のＡＴＭでお金をお戻ししますので、今から携帯

電話を持ってＡＴＭに行き、着いたら 000-0000-0000 の番号にお電話ください。 

ダメ！ 

注意！還付金をかたった不審な電話が増えています！！ 
 「市役所から介護保険のお金が戻るという電話があった」などの問合せが、多く寄せられています。 

市役所職員を名乗る電話の後、銀行職員を名乗る電話がかかってくるケースが多いようです。 

電話の内容の一例をご紹介しますので、似たような電話にご注意ください。 

相手の指示に従ってＡＴＭを操作すると、相手口座に振り込む

操作をさせられ、お金をだまし取られてしまいます！ 

「還付金があるからＡＴＭへ行ってください」は、詐欺です！ 

市役所をかたった詐欺電話の可能性がある場

合は、相手の氏名・連絡先を聞き、まずは市役

所へお問い合わせください。 

小樽市役所代表 0134-32-4111 

★介護保険課 計画・保険グループ 内 454 

★保険年金課（国保）保険係 内 289 

★ 〃（後期高齢）後期高齢者医療係 内 423 

あら、そんなお手紙来ていたかしら？見ていないわ・・・ 

今日中に還付の手続きをしないと、お金がもらえなくなってしまいます。銀行のＡＴＭを使えば、すぐに

手続きできますよ！後ほど、××銀行の担当者から、手続き方法についてお電話いたします。 

今日手続きをしないと、お金がもらえなくなってしまうなんて、 

どうしましょう・・・ あ、また電話がかかってきた。銀行からかしら。 

よかった！ATM で手続きすれば、お金が戻ってくるのね！ 

今すぐ ATMに行かなくちゃ♪ 

小樽市内で還付金詐欺が発生しました！！ 
 

5 月 18 日、市内 80 代女性宅に、市役所職員を名乗る女から「介

護保険の還付金がある」と電話があり、その後、銀行職員を名乗る男

が女性宅を訪れ、キャッシュカードを盗まれて 200 万円が引き出され

る被害が発生しました。 
 

市役所職員が還付金の関係でキャッシュカードを預かったり、暗

証番号を聞くことは、絶対にありません。 
 

他人にキャッシュカードを渡したり、暗証番号を教えてはダメです！ 



◇調査日  毎月５日 

◇調査品目 燃料、食料品等２５品目 

◇調査店数 ５５店（燃料：４０店、食料品：１５店） 

 

 

※店舗休業日等により、調査日の前後日に調査を行う場合があります。 

 

■燃料（税込み価格）※▲はマイナス値を表します。 

品目 
平均価格 

（円） 

最安値 

（円） 

最高値 

（円） 

対 前 月

比（％） 

対 前 年

比（％） 

灯油（1ℓ） 118.57 99.00 127.00 ▲0.92 27.62 

レギュラー 

ガソリン 

（1ℓ） 
167.05 163.80 168.00 2.35 16.35 

プロパン 

ガス(5 ㎥) 
6,554.62 5,076.00 7,865.00 0.64 6.97 

 

  ■食料品（100ｇ当たり、税込み価格） 

品目 
平均価格

(円) 
品目 

平均価格

(円) 

ほうれん草 112.00 豚肉 218.69 

キャベツ 26.14 国産牛肉 839.49 

はくさい 35.97 輸入牛肉 308.82 

バレイショ 45.23 鶏肉 126.62 

玉ねぎ 61.11 
卵 

(10 個入り) 
195.64 

長ねぎ 79.39 まぐろ 337.86 

大根 21.73 ホッケ開き 123.04 

にんじん 37.25 牛乳(1ℓ) 208.73 

きゅうり 48.89 
しょうゆ 

(1ℓ) 
331.97 

トマト 63.75 みそ(750g) 263.35 

ななつぼし 

(10 ㎏) 
3,441.08 

サラダ油 

(1 ㎏) 
369.50 

 

毎月生活必需品小売価格調査（令和４年６月調査分） 

令和４年４月１日から民法が改正され、成年年齢が１８歳に引き下げられました。 

これにより、１８歳になると「成年」となり、保護者の同意なしに携帯電話を契約したり、クレジットカードを

作ったり、ローンを組むことができるようになりました。 

１８歳といっても、まだ高校生。契約に関する知識や経験がほとんどないため、消費者トラブルに巻き込

まれる可能性も高くなります。 

生活安全課では、高校３年生に向けて、啓発リーフレットやチラシを配布して注意を喚起いたしますが、

若者がトラブルに巻き込まれないよう、保護者をはじめ周りの大人の方も、気をつけたり、注意を促したり、

相談に乗ったりするなど、御協力をお願いいたします。 

 

「副業や投資で簡単にもうかる！」とインターネットで広

告を見て連絡したところ、2 万円のマニュアルを購入さ

せられた。さらに「もっと高収入を得るには○○の購入

が必要」と 50 万円の支払いを強要された。 

インターネットで商品を購入し、

お金を振り込んだのに商品が届

かない、または全く違う商品が届

いた。 

スマホで「初回 500 円」の広告を見て、ダイエットサプリ

を購入。その後、同じ商品が届いたため「返品したい」と

連絡したところ、「２回目以降は5,000円で４回の定期購

入契約のため、解約できない」と言われた。 

若者に多い 

トラブルの事例 

困ったときは一人で悩まず、家族や「小樽・北しりべし消費者センター」へご相談ください！

☎0134-23-7851 

１８歳から「大人」です！～若年者の消費者トラブルに注意しましょう～ 


